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（研究内容の説明）

小型肝細胞は肝前駆細胞の一種と考えられており、成体肝臓より分離・培養するとクローナルに増
殖し、コロニーを形成する。凍結保存が可能で、凍結保存後も増殖しその能力を長期間維持できる。
小型肝細胞は成熟化させることが可能で、成熟化小型肝細胞は、ＣＹＰ４５０などの薬物代謝酵素が誘
導できるばかりではなく、毛細胆管を形成し、胆汁成分の排泄が生体内と同様に行われている。小型
肝細胞は組織化させることが可能で小さな肝組織を培養皿内で作ることができる。現在、この小型肝
細胞を中心にした幹細胞研究とヒト肝再生医療への応用研究を行っている。
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